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代表取締役社長

山 本  勝 三

　平素は格別のご支援、ご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　先般の東日本大震災で被災された皆様および関係者
の皆様には心よりお見舞い申し上げます。一日も早い
被災地の復興をお祈り申し上げます。
　当社は1923年（大正12年）に我が国で初めての試験
機と衡器を専門とする法人企業として出発し、我が国
の経済成長のもととなった鉄鋼、自動車、鉄道、船
舶、建設土木などの基幹産業の発展を品質と安全性の
面から支え、長年、試験・計測機器の先進メーカーと
して広く産業界、官公庁、大学、研究機関各位よりご
愛顧をいただいてきました。
　今日では、国内外にあわせて８社の子会社を有し、グ
ループとして、主力事業である試験機事業のほか、住
生活事業とゆるみ止めナット事業を手掛けております。
　我が国経済は、世界的な金融危機に伴う急速な景気
悪化の後、政府の経済対策や中国をはじめとする新興
国の需要に牽引され緩やかな回復の動きが見られてい
ましたが、本年３月11日に三陸沖を震源とするマグニ
チュード9.0の巨大地震が発生し、東北地方沿岸部を中
心に激しい被害を受けるとともに、原子力発電所の深
刻な事故が発生し、甚大な損害を被ることとなりまし
た。この東日本大震災につきましては、当社グループ

自体は直接の被害はなかったものの、サプライチェー
ンの寸断や電力供給不足に伴う生産力の低下、個人消
費の低迷など今も経済全体に大きな影響が生じてお
り、想像を絶する津波により壊滅状態となった被災地
の復旧には相当な時間を要すると思われます。当社グ
ループは、現在、ここ数年の景気悪化の影響を受け業
績の改善に取り組んでいる最中でありますが、被災さ
れた皆様のために僅かでも貢献すべく、グループ各社
より、被災地にアルコール消毒液やマスク、電池など
の救援物資をお送りいたしました。当社も計画停電等
により一時的に生産工程に遅れが生じ、福島第一原発
の放射能漏れ事故の影響で被災地方面の一部業務に支
障が生じておりますが、被災地の早期復興に向け、被
災されたお客様や地域の皆様のために貢献していきた
いと考えております。また、そのためには、グループ
として安定的に収益を確保できる体制を確立すること
が必要であり、今後も業務の効率化と経費の削減を進
め、成長の見込める採算性の高い事業に経営資源を重
点的に投入するとともに、グループ企業間の連携を強
化することで高いシナジー効果を追求し、企業価値の
向上に努めてまいる所存であります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の
ご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

「技術と知識で豊かな社会の実現に貢献する」

技術への挑戦と
顧客からの信頼

地域社会への貢献 人間性の尊重

常にお客様の立場に立ち、
“価値ある商品”を提供します。

一人ひとりの“能力・意欲・創意を
尊重する”とともに、やさしさと
温かみのある人間集団を目指します。

日々の誠実な活動を通じ、 
地域からも“信頼される
企業市民”であり続けます。
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東京試験機

テークス
テレコム

TTM
TTC

テークス
試験機サービス

TTS

KHI

上海参和商事
有限公司

無錫三和塑料
製品有限公司

無錫特可思
電器製造
有限公司

瀋陽特可思
精密機械科技
有限公司

試験機事業

試験機の開発・設計・生産からメンテナンス・
校正まで高度な技術力によりワンストップ
ソリューションをご提供しています。 

住生活事業

中国子会社の金型成型技術を活かし
暮らしやライフスタイルに関わる生活用品や
アパレル関連商品等の企画開発、製造販売、
各種サービスのご提供を行っています。

 

ゆるみ止めナット事業

グループ企業の株式会社ＫＨＩが画期的なアイデア
と独自の技術で開発したゆるみ防止スプリングを
内蔵したナットとナットの脱落を防止するスプリング
を製造・販売しています。

住生活事業

試験機事業

テークス
グループ

TKS

ゆるみ止め
ナット事業

1923年創業の伝統と高い技術力を誇る試験機事業をはじめとして、

画期的なアイデアで社会に安心と安全を提供するゆるみ止めナット事業など、

技術と知識で豊かな社会の実現に貢献すべく、

様々な事業を展開しています。

2TKS report vol.9

TECHNOLOGY AND KNOWLEDGE ENRICH SOCIETY

事業内容

Activities
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試験機事業 Testing Machine Business

住生活事業 Living & Lifestyle Business

当社グループの中長期的な経営戦略として、
以下の3項目を掲げております。

1 試験機事業の
ブランドイメージの強化 2 新規事業への積極的参入と

収益力の強化 3 拡大する
中国市場への展開

　当期は、標準品の拡販とメンテナンス・校正
サービスの拡充を主要なテーマとしてグループ会
社間の連携を強化し営業活動を進めました。また、
提携先のドイツの試験機メーカーZwick社のねじ式
材料試験機の販売にも注力し、従来からの鉄鋼業
界や自動車業界のほかに、医療機器業界やプラス
チック業界など新たな産業分野への展開も図り新
規顧客の開拓に努めました。その結果、期後半よ
り受注環境に改善傾向が見られるようになり、子
会社の㈱東京試験機と㈱テークス試験機サービス
は好調だったものの、当社単体で、一部の特殊な

仕様の製品について原価超過があったことなどか
ら業績は厳しい結果となりました。
　今後は、引き続きグループ各社の多面的な連携
を進め、国際規格に適応したグローバルスタン
ダードの提案や新たな産業分野の需要の掘起こし
に取り組み、標準品とZwick社製品のシェア拡大を
図ります。また、広範な顧客基盤を活かし、メンテ
ナンス・校正サービスの拡大を図るとともに、疲
労試験機用デジタルコントローラー等の開発・製
品化を進め、販売機会の増大につなげていきます。 大型部品耐久試験機

　当期は、従来からの企業向け木製ハンガーの販
売のほか、一般消費者向け展開として、健康関連
商品のミネラル還元水素水生成器や小型オゾン水
生成器、個人向け不動産、太陽光発電システム等
の販売に取り組みました。また、中国子会社の無
錫三和塑料製品有限公司では、リーマン・ショッ
ク以降、日本企業向けの部品やOEM製品の注文が
減少しているため、従来の射出成形金型やプラス
チック成型品の製造、販売とは別に、新たに家電
製品を設計、製造、販売する子会社を新設しまし
た。当期の業績につきましては、中国子会社は持
ち直してきたものの、国内の消費低迷等により全

般的には充分な成果は得られませんでした。
　今後につきましては、震災による消費の落込み
や原油価格高騰の動きなど先行き不透明な厳しい
状況が続くものと思われますが、比較的好調な健
康関連商品の販売に力を入れるとともに、拡大す
る中国市場をターゲットに中国子会社を拠点に積
極的な事業展開を進める予定であります。なお、
当期は、中国子会社の瀋陽第一工場について公的
収用が実施されましたので、現在同工場に代わる
新工場の建設を計画しております。新工場では従
来事業のほか中国国内市場向けの新たな事業にも
取り組む予定であります。

オゾン水生成器 ミネラル還元水素水生成器

3 TKS report vol.9

事業の概況

Business outline
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ゆるみ止めナット事業 Not Loosening Nuts Business

　当期は、積極的な拡販活動の結果、ゆるみ止め
スプリングやハイパーロードナットは、電力業界
をはじめとして、比較的順調に推移しましたが、
前期に引き続き公共投資削減や建設業低迷のあお
りを受け、橋梁や建設用のハイテンションボルト
の売上が落ち込みました。ハイパーロードナット
は、各種研究機関や各業界の主要企業にサンプル
品を提供しテスト施工をしていただいております
が、いずれも高い製品評価を得ており、市場への
浸透も着実に進んでおりますが、汎用サイズの小
口径のナットが生産数量と減価償却費の兼ね合い

で原価高になっていることなどから安定的な収益
体制の構築に時間を要しております。
　今後につきましては、原材料価格の上昇や公共
投資の削減、企業の設備投資抑制など引き続き厳
しい状況が続くものと思われますが、安全・安心
の面から高品質で高機能な付加価値のある製品に
対する需要が高まっておりますので、これまでの
実績を基に国外も視野に入れより広く営業展開を
進めるとともに、原材料の安定的確保と製造原価
の引き下げを行い、需要拡大に対応した安定供給
体制の整備と競争力強化に努める所存であります。

ハイパーロードナット

MEDTEC Japan 2011への出展 テクニカルショウヨコハマ2011への出展

当社は、昨年に引き続き、平成23年6月29日
（水）から30日（木）までパシフィコ横浜で開
催される医療機器の製造・設計に関するアジア
最大の展示会「MEDTEC Japan 2011」に、提
携先のドイツの試験機メーカーZwick社の試験
機を出展いたします。Zwick社は、医療機器関
係の試験機では欧州トップのシェアを有し、
様々な試験機を取り扱っております。医療機器

業界向け展示会への出
展は今回で2回目です
が、前回はユーザーや商社の方など沢山のご来場
をいただきました。今回はねじ式材料試験機
zwicki- Line TN 1.0kN（医療用試験治具付）と医
療関連試験のビデオを出展し、当日は注射器の試
験のデモンストレーションを行う予定です。皆様
のご来場を心よりお待ちしております。

平成23年2月2日（水）から4日（金）までパシフィコ
横浜で開催された「テクニカルショウヨコハマ2011」
に、グループ子会社㈱KHIのゆるみ止めナットとゆるみ
止めスプリングを出展いたしました。「テクニカルショ
ウヨコハマ」は神奈川県内最大の工業技術・製品に関
する総合見本市で、今回は「未来につながる新たな技
術」をテーマに独創性・先進性に富んだ最新の技術や
製品、研究成果等の紹介が行われ、新規取引先開拓の
場や技術交流、情報収集・交換の場として活況を呈し

ました。
㈱KHIの開発した「ハイパーロードナット」は、公益財
団法人鉄道総合技術研究所や首都高速道路㈱からゆる
み止め製品として最も高い評価を得ており、鉄道や高
速道路、橋梁、送電鉄塔、大型プラントなど様々なと
ころで使われております。当社グループは、安心・安
全な社会の構築に貢献すべく、今後もこの「ハイパー
ロードナット」の普及に努めてまいります。

4TKS report vol.9
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TKSreport vol.9
特集

こんにちは！テークスです。
今回は、「PBF」をご紹介します。

PBF平面曲げ疲労試験機のご紹介

PBFは、金属やプラスチックなどの素材自体の疲労強度・耐久性な
どを測定する疲労試験機です。疲労試験とは、試験対象（試験片）
に繰り返しの力を加え、それが破断するまでの回数（寿命）を求め
る試験のことで、一定の力の振幅を繰り返して負荷を与えるのが基
本的な試験方法です。

人間の体であっても、長時間の労働や精神的ストレスで疲労が蓄積
されるのと同じように、機械装置や構造物も繰り返し負荷がかかる
と疲労が蓄積され、疲労破壊という現象が起きます。
例えば、長年使っていた製品がある日突然破損したり、航空機の機
体や部材が損傷したりすることはよく耳にすると思います。

このような突然の破損が起きないよう、そこで使用される素材の疲
労強度を知り、素材の信頼や安全性を評価するために使用されてい
るのがこのPBFです。

5 TKS report vol.9

特集 PBFのご紹介

Feature
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タッチパネル式で操作が簡単

PBFの色々な可能性

特長

車ボディの金属材料試験
実用例

従来はボタンと調節ノブによりア
ナログ式の設定を行っていました
が、タッチパネルディスプレーの
採用で操作が簡単になり、表示も
見易くなりました。また、メモ
リーカードスロットの採用で、�

試験データのパソコンでの保存・
編集も簡単にできるようになりま
した。さらに、昨今の各種材料の
強度アップの傾向に合わせて高ト
ルク対応型もシリーズ化していま
す。

車のボディの鉄板は、より薄く仕
上げた方がコストもかからず、車
体が軽くなり燃費が向上します。
PBFは、強度・安全性を保ちつ
つ、より薄い鉄板を作るために使
用されています。

また、一定の条件で調達した材料
が本来の疲労強度や耐久性を持っ
ているのか検査するための品質管
理用試験機としても用いられてい
ます。

PBFは、橋梁や船、建物の部材か
ら、パソコンや携帯電話の内部部
品、シャープペンシルの金具まで
様々な素材について試験を行うこ
とができ、自動車業界や鉄鋼業界、
大学、研究所等で広くご利用いた
だいています。大きな試験対象を
そのまま試験するには大きく高価
な試験機が必要になりますが、素
材を切り出してPBFを使えば、低

コストで簡単な評価試験が行えま
す。また、PBFは、そのコンパク
トなボディや静かな運転、持ち運
びの容易さから実験室のみならず
事務所でも試験が行えます。最新
型のPBFは、その使い勝手の良さ
から、国内のみならず、アジアや
欧州など海外へも広く展開できる
可能性を持っています。

6TKS report vol.9
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科　目 前期
2010年2月28日現在

当期
2011年2月28日現在

資産の部
流動資産 3,173 3,552

現金及び預金 1 1,316 1,086
受取手形及び売掛金 940 1,183
たな卸資産 803 856
繰延税金資産 5 5
その他 2 147 432
貸倒引当金 △ 38 △ 11

固定資産 2,961 2,684
有形固定資産 3 2,352 2,285
無形固定資産 318 240
繰延税金資産 32 20
投資その他の資産 527 442
貸倒引当金 △ 268 △ 302

繰延資産 5 0
資産合計 6,140 6,237

負債の部
流動負債 1,587 1,476
固定負債 1,405 1,786
負債合計 4 2,993 3,263

純資産の部
株主資本 5 2,388 2,298
評価・換算差額等 692 657
新株予約権 6 60 18
少数株主持分 6 0
純資産合計 3,147 2,973
負債純資産合計 6,140 6,237

連結貸借対照表
Point1 現金及び預金

長期借入などの資金調達を行った
ものの、売上高減少に伴う回収減
を主因に前連結会計年度末に比べ
2億30百万円減少しております。

Point2 その他

中国子会社における収用補償金の
一部を未収入金計上するなど、前
連結会計年度末に比べ2億84百万
円増加しております。

Point3 有形固定資産

設備投資として中国子会社におけ
る機械設備など92百万円増加した
ものの、減価償却費1億37百万円
などにより前連結会計年度末に比
べ66百万円減少しております。

Point4 負債の部

社債は償還により1億20百万円減
少しておりますが、長・短期借入
金は資金調達により3億56百万円
増加しております。

Point5 株主資本

主に当期純損失により前連結会計
年度末に比べ90百万円減少してお
ります。

Point6 新株予約権

新株予約権の一部消却により前連
結会計年度末に比べ42百万円減少
しております。

7 TKS report vol.9

連結財務諸表（概要）（単位：百万円、単位未満切捨て）

Consolidated financial statements
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科　目 前期
2009年3月1日〜2010年2月28日

当期
2010年3月1日〜2011年2月28日

営業活動によるキャッシュ・フロー 77 △ 341
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 223 △ 95
財務活動によるキャッシュ・フロー 340 236
現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △ 13
現金及び現金同等物の増加額又は減少額 203 △ 214
現金及び現金同等物の期首残高 1,003 1,206
現金及び現金同等物の期末残高 1,206 992

株主資本 評価・換算差額等
新株

予約権
少数株主

持分
純資産
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
土地再評価

差額金
為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

2010年2月28日残高 2,713,552 200,233 △ 521,645 △ 3,573 2,388,566 49 601,222 91,018 692,290 60,000 6,836 3,147,693
当連結会計年度中の変動額

自己株式の取得 △ 37 △ 37 △ 37
当期純損失 △ 90,445 △ 90,445 △ 90,445
株主資本以外の項目の当連結　
会計年度中の変動額（純額） △ 7 △ 35,106 △ 35,113 △ 42,000 △ 6,202 △ 83,316

当連結会計年度中の変動額合計 △ 90,445 △ 37 △ 90,483 △ 7 △ 35,106 △ 35,113 △ 42,000 △ 6,202 △ 173,800
2011年2月28日残高 2,713,552 200,233 △ 612,091 △ 3,610 2,298,083 42 601,222 55,911 657,176 18,000 633 2,973,893

科　目 前期
2009年3月1日〜2010年2月28日

当期
2010年3月1日〜2011年2月28日

売上高 7 4,340 3,815
売上原価 3,203 2,914

売上総利益 8 1,136 901
販売費及び一般管理費 1,294 1,263

営業損失（△） △ 157 △ 361
営業外収益 46 52
営業外費用 120 164

経常損失（△） △ 231 △ 473
特別利益 9 111 521
特別損失 309 109

税金等調整前当期純損失（△） △ 429 △ 61
当期純損失（△）10 △ 460 △ 90

連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

連結株主資本等変動計算書（2010年3月1日～2011年2月28日） （単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

Point7 売上高
売上高は前連結会計年度に比べ5
億24百万円減少しております。特
に試験機事業はリーマンショック
以降急激に受注環境が悪化し、そ
の影響が長期に亘り前連結会計年
度に比べ4億23百万円の減少とな
っております。

Point8 売上総利益
売上総利益は、売上高の減少に伴
い前連結会計年度に比べ2億35百
万円減少しております。また、売
上総利益率は2.6ポイント悪化し、
23.6％となっております。

Point9 特別利益
主に中国子会社における収用補償
金4億93百万円の計上により前連
結会計年度に比べ4億10百万円増
加しております。

Point10 当期純損失
売上高の減少と原価悪化に伴い大
幅な経常損失となったものの、収
用補償金による特別利益の計上な
どがあり、前連結会計年度に比べ
3億69百万円改善しております。
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科目 2009年
２月期

2010年
２月期

2011年
２月期

売上高 6,215 4,340 3,815

営業利益 224 △157 △361

経常利益 192 △231 △473

当期純利益 221 △460 △90

1株当たり当期純利益（円） 3.21 △6.45 △1.26

純資産 3,479 3,147 2,973

1株当たり純資産（円） 48.75 43.20 41.44

連結業績ハイライト（単位：百万円、単位未満切捨て）

売上高の推移　当連結会計年度における我が国経済は、リーマンショック後の
大幅な景気悪化を経て、一昨年春頃より外需と政府の経済対策の
効果に牽引され持ち直してきたものの、最近の急激な円高が企業
の収益を圧迫し国内での設備投資や雇用回復への意欲を削ぐ要因
となり、エコカー補助金終了等の影響もあって内需は停滞し、景
気は足踏み状態となりました。
　当社グループの属する試験機業界におきましては、アジア特需
を背景に鉄鋼業界を中心に材料試験機の需要について回復基調が
見られましたが、動力計や性能試験機については牽引役である自
動車関連業界の需要回復が低調で、引き続き厳しい状況となりま
した。また、住宅・生活用品業界におきましては、各種政策の実
施により住宅関連投資に回復の動きが見られましたが、個人消費
は全般的には低調で、デフレ状況も継続し、依然として予断を許
さない状況が続きました。また、締結部材業界におきましては、
新興国の台頭に伴う原材料価格の上昇や公共投資の削減、国内の
民間設備投資の減少等により引き続き厳しい状況となりました。
　このような状況の下、当社グループは、試験機事業では、ここ
数年の試験機需要の落込みに対し、グループ各社の連携を強化
し、標準品や提携先のZwick社製品の拡販、メンテナンス・校正
事業の拡大、新規顧客の開拓や新たな産業分野への展開を進めま
した。その結果、年度後半より受注環境に改善傾向が見られるよ
うになりましたが、一部の特殊な仕様の製品について原価超過が
あったことなどから厳しい結果となりました。次に、住生活事業
では、一般消費者向けの健康関連商品や省エネ商品の販売、不動
産ビジネスなど様々な取組みを行うとともに、拡大する中国市場
をターゲットとして中国子会社を拠点に家電製品の製造子会社を
設立するなど新たな事業展開を進めました。その結果、健康関連
商品の販売は好調で、中国子会社の業績も持ち直してきました
が、国内の消費低迷等により全般的には充分な成果は得られませ
んでした。また、ゆるみ止めナット事業では、グループをあげて
顧客基盤の拡大に取り組んだ結果、各種研究機関や企業から高い
評価を得られ、市場への浸透も進んでおりますが、一部の製品が
生産数量と減価償却費の兼ね合いで原価高になっていることなど
から安定的な収益体制の構築に時間を要しております。
　なお、当連結会計年度に中国子会社である瀋陽特可思精密機械
科技有限公司の第一工場について公的収用が実施され、収用補償
として38百万人民元（約493百万円）が同社に支払われることと
なりました。これに伴い、過年度において同社の固定資産等を減
損損失として計上していることから、この収用補償額を特別利益
に計上いたしました。
　以上の結果、当連結会計年度の売上高は3,815百万円（前年同期
比12.0％減）となり、営業損失は361百万円（前年同期は営業損失
157百万円）、経常損失は473百万円（前年同期は経常損失231百万
円）、当期純損失は90百万円（前年同期は当期純損失460百万円）
となりました。
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株式情報（2011年2月28日現在）

● 株式の概況

● 大株主（上位10名）

発行可能株式総数 260,000,000株

発行済株式の総数※ 71,337,916株

株主数 3,740名
※「発行済株式の総数」には自己株式23,430株を含みます。

※持株比率の算定においては、発行済株式より自己株式（23,430株）を控除しております。

株主名 持株数 持株比率

東京平成ファンド投資事業
有限責任組合１号 20,879 千株 29.27%

株式会社Ａ.Ｃホールディングス 6,500 千株 9.11%

オカザキファンド
投資事業有限責任組合 5,242 千株 7.35%

あいおいニッセイ
同和損害保険株式会社 2,016 千株 2.82%

岡崎 由雄 1,050 千株 1.47%

河野 博晶 1,006 千株 1.41%

株式会社サンエーコーポレーション 935 千株 1.31%

株式会社グッドワン 721 千株 1.01%

堀澤 始 696 千株 0.97%

アイフォーコム株式会社 391 千株 0.54%

会社概要（2011年5月26日現在）

商 号 株式会社テークスグループ

本 社 所 在 地 神奈川県相模原市緑区三井315番地

登記上の本店 東京都千代田区内神田二丁目15番2号

創 立 1923年（大正12年）3月20日

資 本 金 27億1,355万2,013円

従 業 員 数 87名（連結600名）(2011年2月28日現在)

事 業 内 容 試験・計測・計量機器、ロードセル、圧力検出器、歪ゲージ、
トルク検出器等のセンサー類その他の関連機器の製造・
販売、受託試験、プラスチック成型品、木工品、射出成型
用金型の製造・販売、情報システムネットワーク機器の賃
貸・保守・運用管理、ゆるみ止めナットの販売

建 設 業 許 可 国土交通大臣許可（般-20）第17917号
（機械器具設置工事業）

役員（2011年5月26日現在）

代表取締役社長
（兼 企画統制室長） 山 本　勝 三

取締役副社長
（兼 最高技術責任者 兼 執行役員住生活事業本部長 兼 企画統制室参与） 藤 井　勉

取締役副社長
（兼 執行役員管理本部長 兼 企画統制室参与) 平 岡　昭 一

取締役
（兼 執行役員デバイス事業本部長） 藤 澤　賢 憲

取締役相談役 岡 崎　由 雄
取締役

（KHI事業担当） 添 田　正 道

取締役
（兼 執行役員試験機事業本部長） 佐 藤　良 則

常勤監査役
（社外監査役） 細 野　幸 男

監査役
（社外監査役） 江 田　巧

監査役
（社外監査役） 管 野　善 則

執行役員
（試験機事業本部副本部長） 川 松　満
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株主メモ
事業年度 ３月1日から翌年２月末日まで
期末配当金受領株主
確定日 ２月末日

定時株主総会 毎年５月開催
株主名簿管理人 住友信託銀行株式会社

同上連絡先

住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
ふ 0120-176-417（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同上連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
ふ 0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所 市場第二部

公告の方法
電子公告（掲載 URL http://www.tksnet.co.jp）

（ただし、電子公告によることができない事故その他の止むを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
１．�株主様の住所変更、単元未満株式買取・買増請求その他の各種お手続きにつきましては、原則

として、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりますので、
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。

２．�特別口座に記録された株式に関するお手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行株式会社）にお問い合わせください。同行全国各支店でもお取次ぎいたします。

テークスグループホームページ
ht tp : / /www. tksne t .co . jp /

IR情報はこちらからご覧いただけます。

〒252－0151　神奈川県相模原市緑区三井315番地
ＴＥＬ 042－780－1650　ＦＡＸ 042－784－6094

TAKES・ GROUP LTD.

ロゴマ−クについて
“技術力”“独創性”“人”“伝統”全てをリンクさせ、一丸とな
って新しい時代へ向かうテークスグループの姿を表現するた
め、「青」「赤」「緑」「紫」を“光のイメージ”に展開しています。

青 ： テークスグループの技術力
真っ青な海や空を眺めていると不思議と心が安らぎ、ポジティブな気持ちになります。
そのことから「青」は冷静、自立、希望を象徴し、また知性、誠実のイメージをもつ色
といわれています。次代のシーズを冷静に判断し、お客様のご要望に的確に応えるため、
あらゆる知性を集約した、テークスグループの“技術力”を「青」で表現しています。

赤：テークスグループの独創性
万物に恵みを与えてくれる太陽の色「赤」は、外へと向かうパワーを感じさせます。

情熱、エネルギー、ダイナミック、活動的なイメージがあり、幸運を招く色としても知
られています。新しい次代へ挑むエネルギーとなる、テークスグループの“独創性”を
「赤」で表現しています。

緑：テークスグループの人
自然の美しさや木々の芽吹きを連想させる「緑」は、すがすがしさ、新鮮さ、新しい可
能性、生命力を象徴する色です。いつまでも新鮮で、新しい可能性に満ち、時代を乗り
越える生命力を備えたテークスグループの財産“人”を「緑」で表現しています。

紫：テークスグループの伝統
染料の入手が困難なこと、染め出す技術が高度なことより、古来から「紫」は高貴な色
として崇められ、また伝統、古典のイメージをもつ色です。1923年創業という長い歴
史を誇る、テークスグループの“伝統”を「紫」で表現しています。

Memo
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